
TerunumaFarm

有限会社照沼農園
農福連携による作業改善と経営発展
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有限会社照沼農園の取組の概要
・所在地：茨城県水戸市元石川町２７２４－１
・法人設立：平成１８年３月１５日
・従業員数：正社員３名、パート２名
・沿線：

TerunumaFarm
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〇栽培作物：水稲 栽培面積16ha
コシヒカリ、山田錦、にじのきらめき等 計9品種

有限会社照沼農園の取組の概要 TerunumaFarm

3

〇栽培作物：野菜 実栽培面積26a（ハウス面積40a）
農業ハウス３棟（土耕栽培）：アスパラガス、トマト
農業ハウス８棟（水耕栽培）：１４品種
（リーフレタス、サンチュ、ベビーリーフ、チンゲン菜等）

有限会社照沼農園の取組の概要 TerunumaFarm
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TerunumaFarm有限会社照沼農園の取組の概要
〇設備の全てを自作した水耕栽培
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〇販売：
直売所及びスーパー １５ヶ所
飲食店（居酒屋、焼き肉店等） ７５店舗
その他 コンビニエンスストア、結婚式場、老人ホーム等

有限会社照沼農園の取組の概要 TerunumaFarm
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〇販売も順調で人手不足になる。

・ハローワークなどでパートを募集するが
水戸市内は求人案件が多く、集まらない。

・たまたま、
茨城県共同受発注センターの職員が福祉施設への
農作業の委託をしてみないかと訪ねてきた。

農福連携のきっかけ TerunumaFarm
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参考 TerunumaFarm
〇茨城県共同受発注センター ホームページ

8



○社内で検討するが、お断りする。
・障害者のことを良く知らない
・（パート）一緒に仕事できるのか不安
・やはりパートを募集した方が良いかなぁ。

TerunumaFarm農福連携を始めるきっかけ

○再び、茨城県共同受発注センターと
茨城県県央農林事務所の職員が訪ねて来て、
農福お試し会（福祉事務所による農作業の実践）を提案された。
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○農福お試し会
・ベビーリーフのパック詰めを実践
社員が3時間程度かかる作業を、
福祉事業所からの参加者(全員で)は１時間程度で終了した。
「これはスゴイことになるぞ！」と感じ、委託を決めた

TerunumaFarm農福連携を始めるきっかけ

体験会で指導員にパック詰め方を説明
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○２つの福祉事業所（就労継続支援B型）
① 障害福祉サービス事業所 たけのこ
週4・5日、１日４人、利用者※一人当たり１日６時間

② 社会福祉法人 清香会 育心会（生活介護等）
週１日、 １日４人、利用者一人当たり１日３時間

TerunumaFarm農福連携の取組

※
利用者とは
福祉施設を
利用している
障害者のこと
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○利用者の作業内容
ベビーリーフの計量パック詰め、リーフレタス等の袋詰め、
水耕パネルの清掃、水耕野菜の定植

TerunumaFarm農福連携の取組
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○作業改善
TerunumaFarm作業改善のきっかけと結果

• 社員が行っていた作業方法では、
利用者が思うように作業が出来ない事が多々あった。

• 利用者に合わせた作業方法を新たに取り入れることにした。

• 新たに作業方法を取り入れた結果、
社員も新しい作業方法の方が楽で効率が良いということが多々あった。

• 様々な工程を改善し、大幅に業務効率が向上した。
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○パック詰めの流れを変更
利用者が作業をしやすいよう作業の流れをコの字に変更し、
対面でも作業ができるようにした。

TerunumaFarm作業改善の具体例①
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○パック詰めの流れを変更
自動シーラーを導入し、力を入れなくてもパック
できるようにした。

TerunumaFarm作業改善の具体例②
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○パック詰めの流れを変更
計量時にザルに入れていたが、パックに変更したことで、
葉を手で摘まむ回数を減らし、潰してしまう機会を減らした。

TerunumaFarm作業改善の具体例③
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○パッケージを変更
利用者が作業をしやすいパッケージを考案。

TerunumaFarm作業改善の具体例④
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○作業環境を変更
パック詰め作業を行う部屋にエアコンを設置し、
暑さ対策の実施など、効率化を図った。

TerunumaFarm作業改善の具体例⑤
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○作業環境を変更
夏場の暑いハウス内での作業をやめ、
ハウス外のタープで作った日陰の下で扇風機も利用して作業し、
植え終わったパネルをハウス内に運ぶ方法に見直した。
（社員も熱中症対策になり、作業効率が上がった。）

定植作業の様子

TerunumaFarm作業改善の具体例⑥
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○計量器を変更
数字が表示されるデジタルのものに変更し、
認識できるようにした。

TerunumaFarm作業改善の具体例⑦
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地元のIT企業と連携し、作業を見える化するためのアプリを開発して導入

TerunumaFarm作業改善の具体例⑧
○パック詰め作業（ベビーリーフ）
パック詰め作業時の計量のミスをなくすため、
作業数量をデータ化し、計量器に○×で表記される
システムを開発し、作業効率の向上を図った。
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TerunumaFarm作業改善の具体例⑨
○パック詰め作業（レタス）
パック内の野菜の大きさを揃える為、計量器に乗せた重さ応じて、
犬、猫、豚などの動物を画面に表示し動物毎のコンテナに分けて
野菜の大きさの均一化を図った。
地元のIT企業と連携し、作業を見える化するためのアプリを開発して導入
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TerunumaFarm作業改善の具体例⑨
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○マニュアルの作成
TerunumaFarm作業改善の具体例⑩

24



○マニュアルの作成
TerunumaFarm作業改善の具体例⑩
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取り組みの結果
○職場の雰囲気が明るくなった。
利用者が持つ明るさや元気な姿勢が社員やパートに広がった。

○社員、パートの仕事内容が変わった。
パック詰めを福祉事業所が担ってくれることで、
販売先への配送や事務仕事を社員・パートに
頼めるようになった。

○ハウス面積を5.4ｍ×300ｍ拡大した。
販売が好調であり、出荷量を増やしたい時に、
福祉施設の作業量をあてにして拡大した。

TerunumaFarm
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○利用者の工賃を向上

・福祉施設の職員と相談して、作業量から工賃を決めている。

・一部の利用者で時給６００円にすることができた。

・今後は、時給５００円を基本として、作業量に応じて
加算する方法を検討している。

取り組みの結果 TerunumaFarm
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○最初から多くの結果を求めてはいけない。

・安定した作業を実施できるようになるには時間が掛かる。
半年ぐらいかかるがこの期間に作業はどんどん早くなる。

・野菜４０ｇを袋に詰める作業では、１００袋作るのに
３時間掛かっていたが、１時間でできるようになる。

農福連携の成功のカギは TerunumaFarm
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○単に待つだけでは業務効率は向上しない。
どうすればより良くなるのか、何が悪かったのか話し合い、
コミュニケーションをとって改善していく必要がある。

・利用者に業務を伝達
・指示する支援者とのコミュニケーション が重要

農福連携の成功のカギは TerunumaFarm
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○支援者の能力が違うと大きく違う
支援者が同じ人とは限らないが、
その時もコミュニケーションを取りながら改善している。

求められるのは、特別な能力ではなく、
・来た時の挨拶「おはようごさいます。」「こんにちは。」
・帰る時の挨拶「お疲れさまでした。」
などの、コミュニケーションをとる能力。

農福連携の成功のカギは TerunumaFarm
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○支援者が声出ししていると、利用者も声出しをする。

・「もうちょっとですから、頑張りましょう。」
・「〇グラムの作業だから間違えないようにしましょう。」
・「袋がなくなったので持ってきてください。」

励まし合い、作業内容を声掛けすることで、
良い雰囲気ができて、業務効率も向上します。

農福連携の成功のカギは TerunumaFarm
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○ 2023年から、地元の酒蔵、株式会社吉久保酒造様と連携し、
農福連携で作った山田錦で純米大吟醸を作り始めた。

TerunumaFarm今後の展望
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TerunumaFarm

ご清聴ありがとうございました。

33


